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平成２１年度「大学教育・学生支援推進事業」 
 

大学教育推進プログラム【テーマＡ】申請中 
 

設 置 形 態 ○ １．国立  ２．公立  ３．私立 

学  校  名   佐賀大学 

本 部 所 在 地  〒８４０－８５０２ 佐賀県佐賀市本庄町１番地 

設 置 者 名  国立大学法人 佐賀大学 

学 校 長 名  長谷川 照 

 

取 組 期 間  平成 ２１ 年度  ～ ２３ 年度 

大  規  模 災 害  対  処 に 貢 献 で き る 人 材 の  育  成   
取 組 名 称 

（全角２０字以内） 

 

  ～ 課題探求能力の向上を目指した実践的シミュレーション教育 ～ 

取 組 学 部 等 医学部看護学科 

 
１．体系的な教育 
課程  

２．幅広い学びの

保証 ○ ３．課題探求能力  ４．学習時間 

 
５．授業計画の明 
確化  ６．授業時間の確保  ７．キャップ制 ○  ８．双方向型学習

○  ９．ＴＡ  10．ＳＡ ○ 11．少人数指導  
12．情報通信技術

の活用 

○  13．成績評価基準  14．ＧＰＡ ○ 15．多面的な評価  16．初年次教育 

事 項  

 17．高大連携 ○ 18．ＦＤ  19．ＳＤ  20．その他 

 

ふ り が な   し んち  こ ういち  

取 組 担 当 者  新地 浩一 

所 属部署名

及 び 職 名

医学部看護学科 

地域・国際保健看護学講座 教授 

勤 務 地  〒８４９－８５０１ 佐賀県佐賀市鍋島５丁目１番１号 

e-mailｱﾄﾞﾚｽ  shinchik@cc.saga-u.ac. jp 

 

ふ り が な   ま つ お  さ とし  

事 務 担 当 者  松尾 訓 

所 属部署名

及 び 職 名
 学務部教務課教務課長 

勤 務 地  〒８４０－８５０２ 佐賀県佐賀市本庄町１番地 

e-mailｱﾄﾞﾚｽ  kyomu-so@mail.admin.saga-u.ac.jp 
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 取 組 の 概要  

１ 背景と課題 

大規模な災害時における救援医療等の対処に貢献できる人材の育成は極めて重要

な課題である。しかしながら、多くの看護系大学において、災害医療や災害看護に関

する有効な教育方法については、まだ手探りの状態である。佐賀大学医学部では、平

成１５年６月に看護学科に国際保健看護学分野を新設し、国際医療協力や災害医療の現

場において活躍する人材の育成に取り組んできている。本学看護学科では、課題探求

能力の向上を目指す学習（大規模災害等のシナリオを用いた学習課題をグループ学習

により探求し、効果的な災害対処の方法等を修得する。）を導入し、国際保健看護学

の教育において実施しており、本学の看護教育では、災害対処に貢献できる人材育成

の観点で成果を上げつつある。しかし一方では、災害看護に関する統合的なカリキュ

ラムを整備していく必要があるとともに、より効果的な課題探求型の教育方法の開発

が課題となってきている。  
２ 取組の内容 

本取組では、上記の課題を踏まえ、「課題探求能力の向上を目指す学習」を基盤と

した実践的シミュレーション教育を確立し、「効果的な課題探求型の教育方法の開発」

を目指すものである。その骨子は、以下のとおりである。  
（１）実践的な災害対処の教育（基礎教育・技能訓練・実践的災害シミュレーション）の

段階的・継続的な実施 

・「国際保健看護論」及び「災害看護論」の導入による国際医療協力や災害看護の分

野における基礎教育（知識・技術と問題解決能力の向上）  

・災害時のシミュレーションを用いた実践的教育（課題探求能力の涵養）  

・「総合的な実習（災害看護・国際看護コース）」 での救急患者のヘリコプター移送

研修（実践的な災害対処教育） 

・災害派遣医療チーム （ＤＭＡＴ）への参加による技能訓練（実践的演習：ＤＭＡＴ研修）

（２）課題探求能力の向上を目指す学習の推進 

・災害時を想定した実践的シミュレーション教育を用いた情報収集から実際の現場

での活動、撤収に至るまでの課題の探求を基礎とした学習 

・課題に当事者意識をもって関わるプロフェッショナリズムを育む学習（自己管理

能力とチームワーク、倫理観、社会的責任を自覚する態度の修得） 

（３）学習環境・指導体制の整備 

・専任教員（災害医療の経験豊富な教授）、特別研究員による系統的な指導体制 

・少人数指導による実践的教育とティーチング・アシスタント活用による双方向型学習

の実施 

・ＦＤによる教員の教育力の向上の研鑽と明確な成績評価基準の提示 

・「災害教育評価委員会」による多面的な評価と自己点検・評価による継続的な改善

３ 期待される効果 

本取組は、知識の修得に帰結しがちである従来の教育方法を、災害シミュレーション

を含む実践的な教育により、「課題探求能力を向上させ、実践的災害対処能力の養成

へと実質化するモデル」であり、この実質化により大規模災害 （国際緊急援助活動を含

む。）において貢献できる知識・技能に裏付けられた 「危機管理対応能力 」に優れた医療

職者を育成することができる。また、本取組 （シミュレーション教育 ）の他分野への展開

により、判断力・解決能力のある人材育成システムの構築に資することができる。 
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取組の全体スケジュール  
 

科   目   名   等  単位時間  21 年度 22 年度 23 年度  24 年度

A .国際保健看護論  （4 年次 ） 

（災害時対処のシミュレーション教育 ） 

必修  

15 時間  

教 育 内 容

の充 実  

 

 

 

 

 

 

Ｂ .  災害看護論 （4 年次 ） 
選択  

15 時間  

開 講  

準 備  

開 講   

 

Ｃ .総 合的な実習 （4 年次 ） 

必修 （コー

スは選択 ） 

90 時間  

  

 

Ｄ .  DMAT 研修  

（実践的な災害医療研修 ） 

（1～4 年次 ） 

課外授業  

12 時間  

研 修 内 容

の充 実  

実施   

 

災害教育評価委員会（学外の専門家を含む）  
設置  

準 備  

評 価  評 価  評 価  

 

資 料 ① ： 地 域・ 国 際 保健 看 護 学講 座 お よび 国 際 保健 看 護 学分 野 に つい て  

概 要 、組 織体 制、 活動 報告 を、 佐賀 大学 医学 部ホ ーム ペー ジに 掲載 。  

•  医学 部 トップページ【医 学 部 の活動 】→教 育 改革 プログラム 

（URL:h t t p : / /www .med . s a g a - u . a c . j p / v i ewn ew s . p h p ?n ew s i d = 2 75）  

•  医学 部 トップページ【医 学 部 】→看 護 学 科→国際 保健 看護 学分 野  

（URL:h t t p : / /www .med . s a g a - u . a c . j p / v i ew s o c . p h p ? s o c i d = c zAwMDEwMDA2NQ==） 

 

資 料 ② ： 医 学教 育 に 関す る 活 動に つ い て  

•  新地浩一．特集：災害医療に役立つ医療人になるために ～海外医療支援最前

線～国際緊急医療援助活動について．別冊ＥＲマガジン５（ 2）， 327-330, 2008 

•  新地 浩一 ．国際 災 害看 護ワ ーク ショ ップ（ 高 雄医 科大 学等，台 湾． 2 0 0 8年

８月 4～10日） に 講 師と して 招聘  

•  新地 浩一 、瀧 健治 、奥 村徹 ．佐 賀大 学Ｄ ＭＡ Ｔ研 修（ 第１ 回～ 第４ 回）2 0 0 6

～2008（ 佐賀 医学 部お よび 付属 病院 にて 開催 ）で 、ワ ーキ ング グル ープ デ

ィレ クタ ーを 務め ると 同時 に、佐賀 大学 学生 およ び大 学院 生を ＤＭ ＡＴ チ

ーム 要員 とし て教 育 . 

•  新 地 浩 一 ． Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 農 村 医 学 研 修 ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 佐 賀 大 学 ， 2 00 8年 10

月 29 日 ） で 、 ア ジ ア 、 ア フ リ カ 諸 国 の 保 健 医 療 担 当 者 に 対 し て

「 Internati o n a l D is a s t er  Re l i e f O pe r a t io n  o f  J ap a n」 に つ いて 講演 、

カリ キュ ラム 作成 演習 指導 ．  

•  新地 浩一 ．Ｎ ＰＯ 法人・国 際緊 急医 療・衛生 支援 機構（ I EMS- J a p a n）新 春

講演 会（ 東京 ．2 0 0 8年 １月 26日）で 、「国 際緊 急援 助活 動に おけ る救 援医 療

スタ ッフ のメ ンタ ルス トレ スケ ア」 につ いて 講演  

•  新地 浩一 ．平成 2 0年度「 来 てみ んし ゃい ！佐 賀大 学 」企画 公開 シン ポジ ウ

カリキュラムの充実 と実施  
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ム：「 国 際保 健医 療協 力を 教育 に生 かす 」を 主催 。「 佐賀 大学 にお ける 実践

的な 国際 保健 ・国 際看 護の 教育 」に つい て講 演  

•  S. Kodama, K. Sh inchi,  M. Furukawa, et  a l .  S imulat ion exerc ise for internat ional  

d isaster re l ie f  operat ions for nurse students.  Journal  o f  Intern at ional Health 

22(4) ,  198-9. 2007 

•  M. Furukawa, K. Shinchi ,  Y.  Fukuyama, et a l .  The ro le o f  nurses in  internat ional  

d isaster re l ie f  operat ions:  survey among Japanese doctors and nu rses. Journa l  o f  

Internat ional  Health  22(4) ,  199.  2007 

 

資 料 ③ ： 参 考文 献  

1.  新地浩一，山下友子，山川裕子，他．看護大学生に対する国際緊急医療援助活

動の実践的教育とその評価～インド洋津波災害をモデルにしたシミュレーシ

ョン実習による教育について～  日本集団災害医学会誌  10(3), 293-301，

2006. 

2.  前川昭子 , 新地浩一 . スマトラ島沖地震および津波災害をモデルにしたシ

ミュレーション演習 看護展望 31（ 8）,  46-49, 2006. 

3.  古川真三子, 新地浩一, 福山由美,他 .国際緊急援助活動における看護師の役割 

日本集団災害医学会誌 12(2) ,  152-159, 2008. 

4.  国際緊急援助活動に貢献する医療人育成ＧＰ： 国際緊急援助活動に関する研

究報告書. （ 2007年） （代表者 新地浩一） 

5.  国際緊急援助活動に貢献する医療人育成プログラム： 国際緊急援助活動に関

する研究報告書（ 2）. （ 2008年） （代表者 新地浩一） 

6.  国内および国際的な大規模災害における災害時対処に貢献する人材育成プロ

グラム： 国際緊急援助活動に関する研究報告書（ 3）.（ 2009年）（代表者 新

地浩一） 

7.  佐賀大学医学部教育のあり方ワーキンググループ最終報告（ 2006年）．佐賀大

学医学部ホームページ．  

URL: http://www.med.saga-u.ac. jp/admdir/editor_ img/Fi le/910-04wg.pdf 

8.  PBL改革ワーキンググループ最終報告書（2005年）．佐賀大学医学部ホームペー

ジ． 

URL: http://www.med.saga-u.ac. jp/admdir/editor_ img/Fi le/PBL-kaikaku-002.pdf  

9.  K. Shinchi :  Internat ional  Disaster Rel ie f  Operat ion of  Japan. In  Textbook of  

Agr icu l tura l  Medic ine and Rura l  Health (J ICA) p181-184, 2008. 

10.  K. Shinchi ,  H. Ashida. Proposa l o f  a model  for medica l  records f or internat ional 

d isaster re l ie f  operat ions.  Mi l i t ary Medic ine,  168(2) ,  120-123, 2003. 

  12．北川慶子、宮本英揮「佐賀県の地方都市における高齢者の防災意識と土砂災害

リスクの啓発」老年社会科学 vol.31-1 2009 

13．宮本英揮、北川慶子、甲本達也「佐賀県の過疎化・高齢化の進捗状況とその地

理的特性」農業農村工学会論文集 2009 
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資 料④ ：  

図２．本取組における PDCA サイクルの概要  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Plan
実践的シミュレーション
教育や実習等の立案

Action
シミュレーション教育
の再検討
FDによる研修

Do
実践的災害看護教育の
実施（DMAT研修，総合
的な実習を含む。）

Check
「災害教育評価委員会」に
よる外部評価
自己点検・評価
学生の成績評価
学生による達成度評価


